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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
神
遊
戯

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
９
４
Ｐ

【
作
者
名
】

　
劉
　
薫
月

【
あ
ら
す
じ
】

　
神
で
あ
る
、
朔
夜
は
気
ま
ぐ
れ
に
人
間
界
に
来
て
、
性
別
が
女
に
な
っ
て
し

ま
う
。

其
処
で
人
間
の
青
年
山
茶
花
璃
緒
に
出
会
い
、
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
が
、
何

時
ま
で
も
神
が
人
間
界
に
居
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
・
・
・
・
・
・
。

何
時
か
は
人
間
界
を
離
れ
、
天
界
に
戻
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。

朔
夜
は
残
さ
れ
た
時
間
で
璃
緒
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
す
る
。
朔
夜
は
恩
返
し

を
期
間
内
に
出
来
る
の
か
―
―
―
―
！
？
そ
し
て
、
朔
夜
の
身
体
に
あ
る
変
化

が
―
―
―
。
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遊
戯
１

　
天
界
、
神
の
住
む
神
殿
に
て
。
神
の
第
一
声
。

「
つ
ま
ら
ん
。
そ
う
だ
、
人
間
界
に
行
こ
う
！
」

　
そ
ん
な
一
言
か
ら
神
の
横
暴
は
始
ま
る
。
き
っ
と
以
前
か
ら
、
始
ま
っ
て
い

た
だ
ろ
う
が
・
・
・
・
・
・
。

「
と
、
言
う
訳
で
私
は
人
間
界
に
行
く
。
時
た
ま
顔
を
出
す
か
ら
、
そ
れ
ま
で

元
気
で
や
っ
て
ろ
」

『
横
暴
に
も
程
が
あ
り
ま
す
よ
、
神
様
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
』

「
よ
っ
と
」

『
あ
あ
！
行
く
の
速
い
で
す
よ
！
！
』

「
達
者
で
な
ー
ー
ー
ー
」

『
神
様
ぁ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
』

「
ふ
む
、
此
処
が
人
間
界
か
。
さ
て
、
人
間
界
に
来
て
、
第
一
の
問
題
が
此
の

姿
だ
・
・
・
・
・
・
」

　
何
故
私
は
人
間
界
に
来
て
、
人
間
に
な
っ
て
い
る
の
は
い
い
の
だ
が
、
性
別

が
女
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
是
は
あ
い
つ
ら
の
最
後
の
意
趣
返
し
か
！
酷
い
に

も
程
が
あ
る
！
ま
ぁ
、
き
っ
と
私
が
言
え
た
こ
と
で
は
無
い
ん
だ
ろ
う
が
。

「
流
石
に
、
是
は
ど
う
し
よ
う
か
・
・
・
・
・
・
」

　
服
は
少
し
変
え
ら
れ
て
女
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。
な
ん
か
地
味
な
と
こ
ろ
に

気
を
使
っ
て
い
る
気
が
す
る
ぞ
、
あ
い
つ
ら
は
。

「
ふ
り
ふ
り
・
・
・
・
・
・
。
千
年
以
上
生
き
た
男
に
幾
ら
性
別
を
変
え
た
か

ら
と
言
っ
て
こ
ん
な
も
の
を
着
せ
る
か
・
・
・
・
・
・
」

「
あ
の
・
・
・
・
・
・
、
ど
う
さ
れ
た
ん
で
す
か
・
・
・
？
」
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「
え
・
・
・
？
」

　
私
は
声
が
聞
こ
え
た
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
。
其
処
に
は
上
背
の
あ
る
男
で
顔

は
綺
麗
な
方
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
其
の
男
は
私
を
見
て
、
顔
を
赤

く
し
た
。
・
・
・
・
・
・
何
故
だ
？

「
え
・
・
・
と
・
・
・
・
・
・
、
、
何
か
用
か
？
」

「
え
、
あ
、
と
、
多
分
そ
れ
は
此
方
の
言
葉
か
と
・
・
・
・
・
・
」

「
ふ
む
、
そ
う
か
？
」

「
ず
い
ぶ
ん
古
風
な
喋
り
方
で
す
ね
・
・
・
」

「
癖
だ
。
気
に
し
な
い
で
く
れ
」

「
多
分
、
女
性
が
そ
ん
な
言
葉
遣
い
し
て
い
た
ら
誰
だ
っ
て
気
に
す
る
と
思
い

ま
す
」

「
そ
う
い
う
も
の
か
？
と
言
う
か
、
青
年
。
よ
く
初
対
面
の
者
に
其
処
ま
で
言

え
る
な
」

「
そ
れ
は
貴
女
も
同
じ
か
と
・
・
・
・
・
・
」

「
ふ
む
・
・
・
」

　
何
故
テ
ン
ポ
よ
く
喋
れ
る
の
だ
ろ
う
、
此
の
青
年
と
は
。
不
思
議
な
も
の
よ
・

・
・
・
・
・
。

「
と
り
あ
え
ず
、
何
か
お
困
り
で
す
か
？
何
か
さ
っ
き
か
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て

ま
し
た
し
、
普
通
の
人
間
だ
っ
た
ら
、
絶
対
声
を
か
け
た
く
な
い
人
ナ
ン
バ
ー

１
に
入
り
ま
す
よ
」

「
な
ん
か
、
嬉
し
く
な
い
な
。
そ
れ
は
・
・
・
」

「
誰
だ
っ
て
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
」

「
青
年
、
少
し
休
め
る
と
こ
は
無
い
だ
ろ
う
か
？
少
し
此
方
に
来
る
の
に
、
力

を
使
い
過
ぎ
た
様
で
、
喋
っ
て
い
た
ら
余
計
に
疲
れ
た
」

「
そ
れ
を
先
に
言
い
ま
し
ょ
う
。
貴
女
は
・
・
・
・
・
・
」

「
す
・
・
・
ま
、
ん
・
・
・
・
・
・
」

「
ち
ょ
っ
！
？
」

　
私
は
完
全
に
力
が
入
ら
な
く
な
り
、
そ
の
場
で
倒
れ
た
。
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遊
戯
１
（
後
書
き
）

な
ん
か
、
シ
リ
ア
ス
書
い
て
る
人
が
コ
メ
デ
ィ
を
書
く
と
言
う
の
は
結
構
無
謀

な
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。
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遊
戯
２
（
前
書
き
）

も
う
一
つ
の
話
を
消
し
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

ま
ぁ
、
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
・
・
・
。



6

遊
戯
２

　
目
覚
め
る
と
、
其
処
は
、
知
ら
な
い
家
だ
っ
た
。

「
起
き
た
？
大
丈
夫
？
気
分
は
悪
く
な
い
？
」

「
・
・
・
・
・
・
あ
あ
。
大
丈
夫
だ
・
・
・
・
・
」

「
も
う
少
し
、
女
の
子
ら
し
い
喋
り
方
を
し
よ
う
よ
」

「
コ
ホ
ン
、
で
は
。
え
え
、
大
丈
夫
で
す
。
こ
れ
で
い
い
の
か
し
ら
？
」

「
お
ｋ
で
す
」

　
青
年
は
グ
ッ
と
親
指
を
立
て
た
。

「
そ
う
言
え
ば
、
貴
方
の
お
名
前
を
伺
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
わ
ね
。
お
名
前

は
？
」

「
俺
は
山
茶
花
璃
緒
で
す
。
貴
女
は
？
」

さ
ざ
ん
か

り
お

「
私
は
朔
夜
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
」

さ
く
や

　
私
は
礼
儀
正
し
く
、
正
座
し
て
、
頭
を
下
げ
、
挨
拶
を
し
た
。
ど
う
だ
、
青

年
！
全
知
全
能
の
神
に
出
来
な
い
こ
と
は
（
き
っ
と
）
無
い
の
だ
よ
！
！

「
名
字
は
無
い
の
で
す
か
？
」

「
名
字
・
・
・
で
す
か
。
・
・
・
・
・
・
」

　
無
い
ぞ
。
そ
ん
な
も
の
、
神
に
名
字
な
ど
無
い
ぞ
、
青
年
。

「
神
田
で
す
。
神
田
朔
夜
。
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

か
ん
だ

　
私
は
ま
た
深
々
と
頭
を
下
げ
た
。
す
る
と
青
年
も
、

「
此
方
こ
そ
・
・
・
」

と
言
っ
て
、
頭
を
下
げ
た
。

　
不
思
議
な
青
年
だ
な
ぁ
・
・
・
。
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不
思
議
な
少
女
だ
な
ぁ
・
・
・
。

　
（
二
人
は
似
た
も
の
同
士
の
様
だ
っ
た
。
）

「
戴
き
ま
す
。
・
・
・
・
・
・
ほ
う
・
・
・
、
美
味
し
い
で
す
ね
・
・
・
・
・
・

。
そ
う
言
え
ば
、
ご
家
族
の
方
は
？
」

「
両
親
共
に
単
身
赴
任
中
で
す
。
俺
は
此
処
に
残
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
一
人

っ
子
で
す
」

「
成
程
・
・
・
・
・
・
」

　
だ
か
ら
、
此
処
は
・
・
・
、
此
処
は
・
・
・
・
・
・
、
静
か
す
ぎ
る
の
か
・
・

・
・
・
・
。
な
ん
か
さ
び
し
い
な
ぁ
。

「
ふ
ぅ
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。
美
味
し
か
っ
た
で
す
」

「
お
褒
め
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。
朔
夜
さ
ん
の
ご
自
宅
は
何
処
で
す
？
お
送
り

い
た
し
ま
す
よ
？
」

「
無
い
で
す
」

　
私
は
璃
緒
の
質
問
に
即
答
し
た
。
璃
緒
は
私
の
答
え
に
お
茶
を
噴
い
た
。

「
・
・
・
大
丈
夫
で
す
か
？
璃
緒
さ
ん
・
・
・
・
・
・
」

「
無
い
っ
て
、
無
い
っ
て
貴
女
・
・
・
・
・
・
」

「
無
い
も
の
は
無
い
の
で
す
。
ご
了
承
下
さ
い
」

「
は
、
は
ぁ
・
・
・
・
・
・
」

　
璃
緒
は
納
得
が
い
か
な
い
と
い
う
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。
ま
あ
、
無
理
も

な
い
だ
ろ
う
が
。

「
で
し
た
ら
、
此
処
に
住
ん
で
は
い
か
が
で
す
？
」

　
今
度
は
私
が
呑
ん
で
い
た
お
茶
を
噴
い
た
。

「
・
・
・
大
丈
夫
で
す
か
？
朔
夜
さ
ん
・
・
・
・
・
・
」

「
い
、
い
え
、
全
然
大
丈
夫
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
。
貴
方
は
何
を
考
え
て

い
る
の
で
す
か
・
・
・
・
・
・
。
見
ず
知
ら
ず
の
者
を
こ
う
や
っ
て
介
抱
し
た

の
だ
っ
て
、
可
笑
し
い
の
に
、
其
の
者
に
一
緒
に
住
む
だ
な
ん
て
・
・
・
」
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「
可
笑
し
い
・
・
・
で
し
ょ
う
か
・
・
・
・
・
・
？
」

「
・
・
・
っ
！
！
」

　
そ
ん
な
子
犬
の
様
な
眼
で
見
な
い
で
く
れ
、
此
方
が
居
た
堪
れ
な
く
な
る
で

は
な
い
か
！
！

「
っ
と
、
貴
方
が
い
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
構
い
ま
せ
ん
が
・
・
・
・
・
・
」

「
っ
！
！
本
当
で
す
か
！
？
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

「
そ
ん
な
風
に
喜
ぶ
な
ん
て
・
・
・
・
・
・
。
普
通
喜
ぶ
の
は
、
私
の
方
か
と
・

・
・
」

「
そ
う
で
し
ょ
う
か
？
俺
は
物
凄
く
嬉
し
い
か
ら
、
喜
ん
で
い
る
の
で
す
よ
・
・

・
！
」

　
・
・
・
・
・
・
き
っ
と
、
此
の
青
年
、
璃
緒
は
『
天
然
タ
ラ
シ
』
だ
ろ
う
。

私
は
心
の
中
で
、
ふ
と
、
そ
う
思
っ
た
。
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遊
戯
２
（
後
書
き
）

遅
く
な
っ
て
済
み
ま
せ
ん
。

色
々
と
学
校
な
ど
で
忙
し
い
の
で
・
・
・
。

殆
ん
ど
、
休
日
更
新
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

是
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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遊
戯
３

「
よ
し
、
料
理
は
こ
ん
な
も
ん
だ
ろ
！
璃
緒
を
起
こ
し
に
行
こ
う
」

　
私
は
璃
緒
の
家
に
転
が
り
込
ん
で
は
や
数
週
間
が
経
っ
た
。
慣
れ
る
の
に
時

間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
の
が
、
吃
驚
だ
。

び
っ
く
り

「
璃
緒
、
起
き
て
下
さ
い
、
朝
で
す
・
・
・
」

　
声
を
か
け
る
と
璃
緒
は
身
動
ぎ
し
、
う
っ
す
ら
と
眼
を
開
け
、
私
を
見
た
。

璃
緒
は
そ
れ
は
そ
れ
は
、
物
凄
く
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た
。

「
朔
夜
さ
ん
、
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
」

「
お
は
よ
う
、
璃
緒
。
そ
れ
と
、
も
う
い
い
加
減
「
さ
ん
」
付
け
は
止
め
て
。

な
ん
か
居
た
堪
れ
な
い
・
・
・
・
・
・
」

「
済
み
ま
せ
ん
・
・
・
」

「
あ
と
、
其
の
敬
語
も
止
め
て
・
・
・
」

「
そ
れ
は
厭
で
す
」

「
璃
緒
・
・
・
」

　
璃
緒
の
強
情
さ
に
は
流
石
と
し
か
云
え
な
い
。
ま
、
彼
が
厭
と
云
う
な
ら
、

敬
語
は
い
い
と
し
よ
う
。

「
朔
夜
は
料
理
が
上
手
で
す
ね
。
凄
く
美
味
し
い
で
す
」

「
何
時
も
褒
め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
で
も
、
く
す
ぐ
っ
た
い
・
・
・
・
・
・

」　
私
は
余
り
褒
め
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
執
拗
に
褒
め
ら
れ
る

し
つ
よ
う

と
、
こ
そ
ば
ゆ
い
の
だ
。
し
か
も
、
彼
の
場
合
、
天
然
タ
ラ
シ
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
余
計
に
質
が
悪
い
。

た
ち

「
そ
う
云
わ
な
い
で
、
誇
り
だ
と
思
え
ば
い
い
ん
で
す
よ
・
・
・
」

「
そ
れ
が
出
来
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
」

　
そ
れ
が
出
来
た
ら
苦
労
は
い
ら
な
い
の
だ
よ
、
璃
緒
・
・
・
。
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「
そ
れ
で
は
、
学
校
行
っ
て
き
ま
す
ね
。
お
掃
除
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
、

朔
夜
・
・
・
」

「
は
い
、
ま
か
さ
れ
ま
し
た
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
璃
緒
」

　
璃
緒
は
極
上
の
笑
顔
を
私
に
向
け
、
家
を
後
に
し
た
。

「
さ
、
ま
か
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
掃
除
を
し
な
く
て
は
・
・
・
」

　
と
、
い
っ
て
も
・
・
・
。

「
す
る
と
こ
ろ
が
無
い
の
だ
が
・
・
・
・
・
・
。
私
に
ど
う
せ
い
と
云
う
の
だ
・

・
・
、
璃
緒
は
」

　
初
め
て
来
た
と
き
か
ら
、
此
処
に
は
・
・
・
、
生
活
感
が
、
人
が
住
ん
で
い

る
様
な
感
じ
で
は
無
か
っ
た
。
静
か
す
ぎ
て
、
怖
い
・
・
・
・
・
・
。

「
璃
緒
は
、
強
い
な
・
・
・
。
私
だ
っ
た
ら
、
こ
ん
な
と
こ
、
住
み
た
い
と
は
・

・
・
思
わ
な
い
ぞ
・
・
・
・
・
・
」

　
だ
が
、
居
候
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
身
！
我
儘
は
云
え
ん
！
そ
れ
な
り
の
恩

い
そ
う
ろ
う

わ
が
ま
ま

を
返
さ
な
く
て
は
！
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遊
戯
３
（
後
書
き
）

色
々
、
翻
弄
す
る
朔
夜
は
面
白
い
で
す
。

朔
夜
を
「
男
」
と
し
て
み
る
ん
で
は
な
く
、
「
女
」
だ
と

思
え
ば
読
み
や
す
い
と
思
う
・
・
・
。
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遊
戯
４

「
・
・
・
身
体
が
・
・
・
む
ず
む
ず
す
る
・
・
・
・
・
・
」

　
私
は
床
に
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が
っ
た
。
身
体
が
む
ず
痒
い
の
だ
。
や
ば
い
、
こ

が
ゆ

れ
は
異
常
現
象
だ
。

「
・
・
・
私
を
苛
め
る
の
は
本
当
に
好
き
な
よ
う
だ
な
・
・
・
・
・
・
。
天
照
・

あ
ま
て
ら
す

・
・
・
・
・
」

『
面
白
い
ん
だ
も
の
。
楽
し
い
ん
だ
も
の
。
快
感
な
ん
だ
も
の
』

「
『
だ
も
の
』
、
『
だ
も
の
』
五
月
蝿
い
な
・
・
・
・
・
・
。
天
照
、
い
い
加

減
止
め
て
く
れ
・
・
・
」

『
否
、
厭
だ
。
厭
じ
ゃ
ー
』

「
黙
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

　
天
照
は
手
に
持
っ
て
る
扇
子
で
私
の
頭
を
ぽ
ん
ぽ
ん
と
叩
い
て
き
た
。

せ
ん
す

「
月
詠
は
来
て
い
る
の
か
？
　
お
前
が
居
る
所
に
月
詠
あ
り
だ
か
ら
な
」

つ
き
よ
み

『
月
詠
は
私
の
ほ
っ
ぽ
っ
て
き
た
仕
事
を
代
わ
り
に
や
っ
て
く
れ
て
い
る
』

「
天
照
・
・
・
・
・
・
お
前
相
変
わ
ら
ず
だ
な
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

『
お
主
に
云
わ
れ
と
う
な
い
』

「
で
す
よ
ね
ー
」
　

　
私
は
も
う
こ
い
つ
を
無
視
し
よ
う
。
だ
が
、
む
ず
痒
い
の
は
、
無
視
出
来
ん
！

「
ぬ
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
お
お
お
お
お
っ
！
！
　
痒
い
、
痒
い
ぞ
、
天
照
う
ぅ
ぅ

ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
う
う
！
！
！
」

『
滑
稽
じ
ゃ
の
う
。
お
主
が
そ
う
見
苦
し
い
恰
好
を
し
て
い
る
の
は
・
・
・
！
』

こ
っ
け
い

　
璃
緒
が
帰
っ
て
く
る
３
０
分
前
あ
た
り
ま
で
、
天
照
は
終
始
笑
っ
て
い
た
。
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「
あ
れ
、
朔
夜
・
・
・
。
ど
う
し
た
の
・
・
・
・
・
・
？
　
ひ
ー
ひ
ー
云
っ
て
・

・
・
・
・
・
」

「
す
、
少
し
・
・
・
自
分
の
予
想
外
の
事
が
起
き
て
し
ま
っ
て
・
・
・
・
・
・
。

私
は
少
し
油
断
し
て
い
た
よ
う
だ
・
・
・
・
・
・
」

「
朔
夜
、
朔
夜
。
口
調
、
口
調
戻
っ
て
る
よ
」

「
・
・
・
御
免
・
・
・
・
・
・
。
本
当
に
油
断
し
て
い
た
の
・
・
・
」

　
璃
緒
、
お
前
は
私
の
状
態
よ
り
、
口
調
を
拘
る
ん
だ
な
・
・
・
。
相
変
わ
ら

こ
だ
わ

ず
、
不
思
議
な
人
だ
・
・
・
・
・
・
。

「
朔
夜
、
お
風
呂
上
が
っ
た
の
？
　
じ
ゃ
、
俺
も
入
ろ
う
か
な
・
・
・
」

「
は
い
、
上
が
り
ま
し
た
。
入
っ
て
る
間
に
、
皿
を
洗
っ
て
お
く
ね
」

　
上
が
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
キ
ッ
チ
ン
に
引
っ
込
ん
だ
。
璃
緒
は
私
に
わ
ざ
わ

ざ
「
入
っ
て
く
る
ね
」
と
云
っ
て
、
お
風
呂
に
行
っ
た
。

「
律
義
・
・
・
だ
な
・
・
・
・
・
・
」

　「
次
は
・
・
・
、
月
詠
か
・
・
・
・
・
・
」

　
溜
息
を
吐
き
、
私
は
窓
を
開
け
た
。
其
処
に
は
闇
色
の
髪
の
青
年
が
立
っ
て

い
た
。
瞳
は
黄
色
。
ま
る
で
黒
猫
だ
。

「
久
し
い
な
、
朔
夜
・
・
・
。
元
気
そ
う
だ
な
、
姉
上
が
遊
ん
で
行
っ
た
よ
う

だ
な
。
済
ま
ん
」

「
お
う
、
い
い
迷
惑
だ
。
」

　
私
は
口
調
を
戻
し
た
。
も
し
、
こ
い
つ
に
あ
の
丁
寧
な
口
調
で
話
そ
う
も
の

な
ら
、
ど
ん
引
き
だ
。

「
姉
上
が
お
前
を
心
配
し
て
見
に
行
っ
た
と
聞
い
た
の
だ
が
・
・
・
、
や
っ
ぱ

り
違
っ
た
の
だ
な
・
・
・
・
・
・
」
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「
お
う
、
見
当
違
い
だ
な
。
」

「
ホ
ン
ト
、
済
ま
ん
な
・
・
・
。
朔
夜
は
一
応
上
司
な
の
に
・
・
・
・
・
・
」

・
・

「
一
応
と
は
何
だ
、
一
応
と
は
・
・
・
！
」

・
・

・
・

　
私
は
真
夜
中
だ
と
い
う
の
に
、
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。
其
の
声
を
聞
い
た
の
か
、

璃
緒
が
隣
か
ら
声
を
か
け
て
き
た
。

「
朔
夜
？
　
ど
う
し
た
の
？
　
叫
び
声
が
聞
こ
え
た
よ
！
？
」

「
ひ
ぎ
っ
！
？
　
だ
、
大
丈
夫
で
す
！
　
何
も
あ
り
ま
せ
ん
！
」

「
・
・
・
朔
夜
・
・
・
・
・
・
何
も
無
け
れ
ば
叫
ぶ
や
つ
な
ん
て
居
な
い
ぞ
・
・

・
・
・
・
」

「
月
詠
は
黙
っ
と
け
・
・
・
！
」

　
月
詠
の
口
を
私
は
良
い
音
た
て
な
が
ら
抑
え
た
。

「
い
ひ
ゃ
い
し
ょ
（
痛
い
ぞ
）
・
・
・
・
・
・
」

　
反
眼
の
月
詠
を
無
視
し
、
私
は
璃
緒
に
声
を
か
け
た
。

「
御
免
な
さ
い
、
夜
中
に
大
声
出
し
て
・
・
・
！
　
安
眠
妨
害
し
て
御
免
ね
・
・

・
・
・
・
！
」

「
い
い
け
ど
、
何
か
あ
っ
た
ら
云
っ
て
ね
・
・
・
・
・
・
？
　
お
休
み
、
朔
夜
・

・
・
」

「
は
い
、
お
休
み
な
さ
い
・
・
・
・
・
・
」

　
璃
緒
が
部
屋
に
入
っ
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
、
私
は
月
詠
か
ら
手
を
離
し
た
。

「
何
と
云
う
、
気
持
ち
悪
い
口
調
・
・
・
・
・
・
」

「
黙
れ
・
・
・
！
　
仕
方
な
い
だ
ろ
う
、
璃
緒
が
口
調
を
気
に
す
る
ん
だ
・
・
・

」「
変
な
男
だ
な
・
・
・
・
・
・
。
そ
う
だ
、
大
神
か
ら
の
伝
言
だ
」

「
父
上
・
・
・
・
・
・
」

　
大
神
と
は
私
の
父
親
、
茅
の
事
で
あ
る
。
神
で
あ
る
私
よ
り
、
地
位
は
高
い
。

ち
が
や

大
神
だ
か
ら
な
・
・
・
。

「
『
何
時
ま
で
も
人
間
界
に
居
ら
れ
る
と
思
う
な
よ
。
神
は
私
よ
り
必
要
な
存
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在
。
ず
っ
と
人
間
界
に
居
る
と
、
お
前
は
塵
と
化
す
ぞ
』
、
と
の
事
だ
」

ち
り

「
―
―
―
―
―
―
―
・
・
・
そ
れ
ぐ
ら
い
、
判
っ
て
い
る
」

　
私
に
、
時
間
が
無
い
事
位
、
判
っ
て
い
る
―
―
―
―
―
―
―
。
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遊
戯
４
（
後
書
き
）

シ
リ
ア
ス
に
は
い
っ
た
。

次
回
か
ら
、
朔
夜
の
恩
返
し
が
始
ま
り
ま
す
。

「
朔
夜
の
恩
返
し
」
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遊
戯
５

　　
時
間
が
無
い
こ
と
位
、
百
も
承
知
だ
・
・
・
・
・
・
。

「
璃
緒
、
お
早
う
。
御
飯
、
出
来
て
る
よ
・
・
・
・
・
・
」

　
ま
る
で
新
婚
の
様
な
や
り
と
り
だ
な
と
思
う
。

「
・
・
・
朔
夜
？
ど
う
し
た
の
、
元
気
な
さ
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

　
璃
緒
は
私
の
顔
を
覗
き
込
ん
で
き
た
。
心
配
さ
せ
ま
い
と
、
首
を
横
に
振
る
。

　
昨
夜
の
月
詠
の
言
葉
が
私
の
頭
を
占
め
て
い
た
。

　
―
―
―
―
―
―
『
何
時
ま
で
も
人
間
界
に
居
ら
れ
る
と
思
う
な
』

　
実
際
に
は
父
上
の
云
っ
た
言
葉
だ
が
・
・
・
・
・
・
。
私
は
自
分
の
胸
に
手

を
当
て
る
。

「
朔
夜
！
」

「
ッ
・
・
・
ど
、
ど
う
し
た
の
？
大
声
出
し
て
・
・
・
・
・
・
」

「
ど
う
し
た
の
は
僕
の
台
詞
だ
よ
！
や
っ
ぱ
り
様
子
可
笑
し
い
よ
？
ど
う
し
た

せ
り
ふ

の
！
？
」

　
ヤ
バ
い
、
璃
緒
を
と
て
も
心
配
さ
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

「
何
も
、
無
い
・
・
・
。
御
免
な
さ
い
、
眠
く
て
ぼ
う
っ
と
し
て
た
み
た
い
・
・

・
・
・
・
」

　
首
を
横
に
振
り
な
が
ら
云
う
。
苦
し
紛
れ
の
誤
魔
化
し
だ
。

ご
ま
か

　
こ
れ
は
、
璃
緒
に
云
え
な
い
―
―
―
―
―
―
。

「
月
詠
、
居
る
の
か
？
そ
れ
と
天
照
も
・
・
・
・
・
・
」
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『
あ
あ
、
居
る
』

『
居
る
ぞ
』

　
私
の
問
い
か
け
に
、
二
人
は
答
え
る
。

「
父
上
は
・
・
・
其
の
後
何
か
云
っ
て
い
た
か
？
」

『
い
や
、
何
も
云
っ
て
い
な
い
』

「
そ
う
か
・
・
・
・
・
・
」

　
少
し
安
堵
す
る
。
天
照
は
扇
子
で
私
の
頭
を
叩
き
だ
し
た
。

『
怖
い
と
、
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
帰
っ
て
く
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
に
・
・
・
・
・
・

』　
そ
れ
は
正
論
だ
。
だ
が
、
私
は
ま
だ
帰
れ
な
い
。

「
帰
れ
な
い
・
・
・
璃
緒
に
『
恩
返
し
』
を
し
な
く
て
は
・
・
・
・
・
・
」

『
『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
鶴
？
』
』

「
お
前
等
の
頭
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
て
み
た
い
」

　
二
人
は
こ
て
ん
と
同
じ
方
向
に
首
を
傾
げ
た
。

「
取
り
敢
え
ず
、
父
上
に
云
っ
て
ほ
し
い
。
も
う
少
し
だ
け
時
間
を
く
れ
、
と
・

・
・
」

『
『
承
知
し
た
』
』

し
ょ
う
ち

　
二
人
そ
う
云
う
と
、
す
ぅ
と
消
え
た
。
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遊
戯
６

「
璃
緒
、
私
に
恩
返
し
を
さ
せ
て
！
」

「
・
・
・
・
・
・
は
？
」

　　
私
は
決
心
し
た
。
今
ま
で
の
分
を
、
璃
緒
に
か
え
そ
う
っ
て
・
・
・
・
・
・
。

「
な
、
何
を
唐
突
に
・
・
・
・
・
・
」

「
御
免
、
そ
の
、
早
く
、
・
・
・
そ
う
！
此
の
前
、
親
か
ら
連
絡
あ
っ
て
、
帰

っ
て
こ
い
っ
て
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
え
・
・
・
・
・
・
・
？
」

　
璃
緒
は
私
の
言
葉
を
聞
く
と
、
眼
を
見
開
い
た
。

「
だ
か
ら
、
実
家
に
帰
る
ま
で
に
・
・
・
貴
方
に
恩
返
し
を
・
・
・
・
・
・
」

「
い
、
い
ら
な
い
！
君
が
離
れ
る
な
ん
て
、
厭
だ
！
！
」

　
璃
緒
は
顔
を
悲
し
そ
う
に
歪
め
、
私
の
肩
を
掴
ん
だ
。
其
の
力
は
小
柄
な
璃

緒
に
似
合
わ
ず
、
強
か
っ
た
。

「
い
、
た
い
よ
・
・
・
璃
緒
・
・
・
・
・
・
」

　
私
が
そ
う
云
う
と
、
璃
緒
は
ハ
ッ
と
気
づ
い
た
よ
う
に
手
を
離
し
、
俯
い
た
。

・
・
・
自
己
嫌
悪
で
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
御
免
な
さ
い
、
取
り
乱
し
て
・
・
・
・
・
・
。
君
に
、
帰
っ
て
ほ
し
く
無
く

て
・
・
・
・
・
・
。
御
免
」

「
璃
緒
・
・
・
・
・
・
」

　
何
で
？
私
か
ら
云
い
だ
し
た
の
に
、
何
で
罪
悪
感
が
・
・
・
、
私
も
離
れ
た

く
な
い
と
思
う
の
？

「
お
、
お
お
お
お
お
お
落
ち
着
け
、
自
分
！
私
は
仮
に
も
神
で
あ
・
・
・
・
・
・

」
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「
？
？
神
？
」

「
な
、
な
な
な
な
な
な
何
で
も
無
い
！
何
で
も
無
い
！
気
に
し
な
い
で
！
と
、

取
り
敢
え
ず
、
そ
う
云
わ
れ
て
も
、
両
親
は
承
諾
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
し
・
・

・
・
・
・
」

「
そ
れ
で
も
、
俺
は
君
と
離
れ
た
く
な
い
よ
・
・
・
！
」

　
璃
緒
は
ほ
ろ
り
ほ
ろ
り
と
泣
き
だ
し
た
。

「
り
、
り
り
り
り
り
り
璃
緒
！
？
お
、
お
願
い
だ
か
ら
！
泣
か
な
い
で
ッ
！
！
」

　
ど
う
し
よ
う
、
初
め
て
見
た
。
璃
緒
の
泣
き
顔
・
・
・
・
・
・
。
っ
て
、
こ

ん
な
こ
と
思
っ
て
い
る
暇
は
無
い
！

「
朔
夜
、
お
願
い
だ
か
ら
、
俺
か
ら
離
れ
な
い
で
・
・
・
！
」

「
璃
緒
・
・
・
・
・
・
」

　
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
、
つ
ら
く
な
る
の
？

　
ど
う
し
て
、
私
は
・
・
・
・
・
・
？
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遊
戯
７

　
突
然
、
あ
の
子
は
現
れ
た
。

　
帰
り
道
、
角
を
曲
が
っ
た
ら
、
淡
い
光
に
包
ま
れ
て
い
た
女
の
子
が
居
た
。

　
淡
い
金
髪
の
美
少
女
で
、
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
と
、
独
り
言
を
云
っ
て
い
て
、
近

付
き
た
く
な
か
っ
た
け
ど
、
困
っ
た
顔
し
た
か
ら
、
流
石
に
放
っ
て
お
け
な
く

て
・
・
・
・
・
・
。

　
だ
か
ら
、
気
付
い
た
ら
声
を
掛
け
て
い
た
ん
だ
。

　　
声
に
気
付
き
、
此
方
を
向
い
た
。
其
の
顔
は
年
相
応
の
顔
の
つ
く
り
で
、
綺

麗
で
、
可
愛
か
っ
た
（
口
調
が
あ
れ
だ
っ
た
け
ど
）
。

　
神
田
朔
夜

か
ん
だ

さ
く
や

　
声
フ
ェ
チ
っ
て
訳
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
可
愛
い
声
を
し
て
い
て
・
・
・
一
瞬
に

し
て
、
好
き
に
な
っ
た
。

　
だ
か
ら
、
朔
夜
に
家
が
無
い
の
を
、
い
い
こ
と
に
、
同
居
を
迫
っ
た
。

　
意
外
に
も
、
承
諾
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
、
凄
く
、
嬉
し
か
っ
た
ん
だ
。
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だ
か
ら
―
―
―
―

「
帰
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
―
―
ッ
」

　
そ
う
、
云
わ
れ
た
時
、
凄
く
悲
し
か
っ
た
ん
だ
。

　　
朔
夜
、
俺
か
ら
・
・
・
離
れ
な
い
で
―
―
―
―
―
！
！
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遊
戯
８

　
ど
う
し
よ
う
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
・
・
・
・
・
・
！

『
朔
夜
！
　
な
に
を
し
て
い
る
！
！
』

「
「
！
？
」
」

　
璃
緒
は
驚
い
て
、
其
方
を
向
く
。
そ
こ
に
は
、
天
照
が
居
た
。

「
あ
、
天
照
・
・
・
・
・
・
」

　
天
照
は
完
全
に
具
現
化
し
た
。

「
朔
夜
、
い
つ
ま
で
そ
う
し
て
い
る
つ
ま
り
だ
。
本
来
の
姿
に
戻
ら
ぬ
か
」

　
バ
ッ
と
天
照
は
手
を
振
り
翳
す
。
す
る
と
、
私
の
身
体
は
光
に
包
ま
れ
た
。

「
朔
夜
・
・
・
・
・
・
？
」

　
璃
緒
は
私
の
方
を
向
い
た
。
そ
の
時
に
は
、
も
う
私
は
本
来
の
姿
に
戻
っ
て

い
た
。
目
線
も
高
く
な
り
、
璃
緒
よ
り
も
高
い
。

「
あ
・
・
・
・
・
・
。
戻
、
っ
て
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
手
を
見
つ
め
、
髪
を
引
っ
張
っ
て
み
る
。
す
る
と
、
前
の
色
と
長
さ
に
な
っ

て
い
た
。

「
璃
緒
、
私
は
・
・
・
・
・
・
」

「
朔
夜
？
　
ど
う
し
て
、
男
に
・
・
・
・
・
・
」

「
璃
緒
、
と
申
す
の
か
？
　
残
念
だ
が
、
其
奴
・
・
・
・
・
・
も
と
い
、
我
の

上
司
で
あ
る
朔
夜
は
神
だ
。
全
知
全
能
の
神
だ
。
人
間
で
も
無
け
れ
ば
、
女
で

も
無
い
」

　
そ
の
言
葉
に
、
璃
緒
は
衝
撃
を
受
け
た
よ
う
に
、
私
を
見
上
げ
た
。

「
本
、
当
に
・
・
・
・
・
・
？
　
人
間
じ
ゃ
、
無
い
・
・
・
・
・
・
？
」

　
問
わ
れ
た
。
弱
弱
し
い
声
音
で
。
私
は
居
た
た
ま
れ
ず
、
目
を
反
ら
し
、
頷

い
た
。
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「
済
ま
な
い
、
嘘
を
つ
い
て
。
私
は
本
来
は
男
で
、
人
間
界
に
は
、
私
の
気
ま

此
処

ぐ
れ
で
来
た
の
だ
・
・
・
・
・
・
」

　　
も
う
、
時
間
が
無
い
。

「
さ
よ
な
ら
だ
。
璃
緒
。
恩
返
し
が
で
き
な
く
て
、
御
免
」

　
そ
れ
を
最
後
に
、
私
は
消
え
た
。
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遊
戯
８
（
後
書
き
）

　
久
し
ぶ
り
に
更
新
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
パ
ス
と
ア
ド
を
忘
れ
ま
し
て
・
・
・
・
・
・
ど
う
に
か
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ｄ

や
っ
て
み
た
ら
、
出
来
ま
し
た
・
・
・
・
・
・
。
よ
か
っ
た
。
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遊
戯
９

「
神
っ
、
い
い
加
減
人
の
話
を
訊
い
て
下
さ
い
！
」

　
そ
の
声
に
、
ハ
ッ
と
し
た
様
に
私
は
顔
を
上
げ
る
。

「
・
・
・
・
・
・
私
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
最
近
、
心
此
処
に
あ
ら
ず
、
っ
て
い
う
感
じ
で
す
が
・
・
・
・
・
・
人
間
界

で
何
か
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

　
―
―
「
朔
夜
」

　
そ
の
声
を
思
い
だ
し
、
私
は
首
を
振
る
。

「
い
や
・
・
・
何
も
、
何
も
無
い
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
う
だ
。
元
か
ら
無
か
っ
た
こ
と
に
す
れ
ば
い
い
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
重
大

な
事
を
思
い
出
し
た
。

「
記
憶
を
・
・
・
消
し
て
く
る
の
、
忘
れ
た
で
は
な
い
か
・
・
・
・
・
・
」

　
天
照
と
父
上
に
怒
ら
れ
る
前
に
消
去
し
て
こ
よ
う
。
だ
が
、
消
去
す
る
に
は
、

本
人
の
元
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
―
―
ま
た
、
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
・
・
・
・
・
・
？

　
私
に
、
璃
緒
の
前
に
現
れ
る
権
利
な
ど
、
無
い
。
私
は
彼
を
騙
し
て
い
た
の

だ
か
ら
・
・
・
・
・
・
。

　
で
も
、
も
う
一
度
、
弁
明
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
。

「
・
・
・
こ
う
」

「
へ
？
」

　
ポ
ツ
リ
と
呟
く
。
勢
い
よ
く
立
ち
、
も
う
一
度
そ
の
言
葉
云
っ
た
。

「
人
間
界
に
行
こ
う
、
絶
対
に
行
く
ッ
ッ
ッ
！
！
」
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私
は
走
っ
て
神
殿
か
ら
飛
び
降
り
、
人
間
界
へ
降
り
立
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
放
っ
て
お
い
て
、
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
？
　
大
神
・
・
・
・
・

・
」

「
よ
い
。
あ
や
つ
の
好
き
に
し
て
お
き
な
さ
い
」

　
大
神
と
呼
ば
れ
た
男
は
、
ク
ツ
リ
と
笑
っ
た
。

「
た
だ
し
、
少
し
お
仕
置
き
を
し
て
お
く
か
・
・
・
・
・
・
」

　
何
故
、
私
は
・
・
・
・
・
・
。

「
ま
た
こ
の
格
好
を
し
て
い
る
の
だ
っ
！
！
」

　
ま
た
、
女
子
の
格
好
で
、
フ
リ
フ
リ
レ
ー
ス
つ
き
だ
。
ウ
ザ
っ
た
い
。

　
も
し
や
、
こ
れ
は
・
・
・
・
・
・
。

「
朔
夜
・
・
・
・
・
・
！
」

　　
振
り
返
れ
ば
、
璃
緒
が
此
方
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
た
。

　
少
し
違
う
け
れ
ど
、
あ
の
時
と
同
じ
。

「
璃
、
緒
・
・
・
・
・
・
！
」

　　
少
し
だ
け
、
傍
に
居
た
い
と
、
思
っ
た
。
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遊
戯
１
０

　
き
、
緊
張
す
る
・
・
・
・
・
・
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
時
計
の
秒
針
の
音
だ
け
が
訊
こ
え
る
。
そ
れ
だ
け
静
か
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　
話
を
ど
う
切
り
出
せ
ば
よ
い
な
か
、
判
ら
ん
・
・
・
・
・
・
。

　
璃
緒
は
私
を
ず
っ
と
見
て
る
し
（
私
は
ず
っ
と
俯
い
て
い
る
が
）
。

「
ね
ぇ
」

　
ビ
ク
ゥ
ッ

　
あ
か
ら
さ
ま
に
肩
を
震
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
あ
ー
、
璃
緒
が
少
し
困
っ
た
顔

を
し
て
い
る
・
・
・
！

「
朔
夜
・
・
・
・
・
・
朔
夜
は
、
男
、
な
ん
だ
よ
、
ね
・
・
・
・
・
・
？
」

　
こ
く
り
。

「
そ
、
っ
か
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」

　
璃
緒
は
表
情
を
暗
く
す
る
。

「
で
、
神
っ
て
・
・
・
・
・
・
？
」

「
え
、
あ
、
と
・
・
・
う
ん
・
・
・
・
・
・
」

「
で
、
何
で
ま
た
そ
の
格
好
？
」

「
父
上
か
、
天
照
達
の
い
じ
め
か
と
・
・
・
・
・
・
」

「
ど
ん
な
・
・
・
・
・
・
」

　
璃
緒
は
苦
笑
す
る
。
よ
か
っ
た
、
笑
っ
て
も
ら
え
た
。
私
も
自
然
と
微
笑
っ

わ
ら

て
し
ま
う
。
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「
朔
夜
、
君
は
・
・
・
・
・
・
僕
の
事
、
ど
う
思
っ
て
る
？
」

「
・
・
・
仮
に
も
男
で
あ
る
私
に
訊
く
か
？
　
普
通
」

「
訊
く
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
つ
ぐ
つ
ぐ
思
う
が
璃
緒
は
変
だ
な
」

「
朔
夜
に
云
わ
れ
た
く
な
い
よ
。
女
装
癖
め
」

「
な
ん
な
ん
だ
！
？
　
私
に
喧
嘩
を
売
っ
て
い
る
の
か
っ
！
！
」

「
う
ん
、
売
っ
て
る
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
神
に
対
す
る
冒
涜
だ
・
・
・
・

・
・
」

　
私
は
唸
り
、
部
屋
か
ら
出
よ
う
と
す
る
。
す
る
と
、
璃
緒
が
口
を
開
い
た
。

「
戻
っ
て
く
れ
ば
い
い
」

　
眼
を
見
開
き
、
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
す
ぐ
傍
で
、
璃
緒
が
立
っ
て
い
た
。

「
朔
夜
、
戻
っ
て
き
て
よ
・
・
・
・
・
・
」

　
懇
願
す
る
よ
う
に
、
顔
を
歪
め
、
私
の
肩
を
掴
む
。
そ
の
腕
は
、
震
え
て
い

る
。
私
は
璃
緒
を
見
上
げ
る
。

　
こ
の
姿
に
な
る
と
璃
緒
を
見
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
解
せ
ぬ
・
・
・
・
・
・

。　
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
暇
な
ど
無
い
の
に
・
・
・
・
・
・
。

「
朔
夜
・
・
・
・
・
・
」

　
愛
お
し
げ
に
、
私
の
髪
を
梳
く
手
つ
き
は
何
処
ま
で
も
優
し
か
っ
た
。

「
わ
、
私
は
・
・
・
男
な
ん
だ
ぞ
？
」

「
今
は
女
じ
ゃ
な
い
」

「
だ
、
だ
が
・
・
・
・
・
・
」

　　
こ
れ
ま
た
ピ
ン
チ
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
・
・
・
・
・
・
！
？
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遊
戯
１
１

「
あ
あ
、
そ
う
だ
な
。
今
は
女
だ
。
そ
し
て
、
今
後
も
な
」

・
・
・
・

　
突
如
訊
こ
え
た
声
に
、
私
と
璃
緒
は
驚
く
。

「
あ
、
天
照
・
・
・
・
・
・
！
？
」

「
朔
夜
。
慈
悲
深
気
、
我
が
大
神
が
お
前
を
完
全
に
女
に
し
た
。
だ
が
、
神
と

い
う
役
職
は
抜
け
ら
れ
ん
。
此
処
に
住
ん
で
も
構
わ
な
い
が
、
時
折
天
界
に
戻

る
こ
と
に
な
る
か
ら
な
」

「
・
・
・
・
・
・
父
上
の
、
何
処
が
慈
悲
深
い
ん
だ
・
・
・
・
・
・
」

「
え
？
　
慈
悲
深
い
じ
ゃ
ん
。
俺
に
朔
夜
を
く
れ
る
ん
だ
か
ら
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
男
に
戻
り
た
い
・
・
・
・
・
・

」「
え
ー
？
　
何
で
ー
？
」

　
璃
緒
は
朗
ら
か
に
笑
っ
て
私
を
後
ろ
か
ら
羽
交
い
締
め
に
す
る
。
天
照
は
面

白
そ
う
に
眼
を
細
め
た
。

「
随
分
と
、
気
に
入
ら
れ
お
る
な
。
吃
驚
じ
ゃ
」

「
私
も
だ
よ
、
天
照
・
・
・
・
・
・
。
こ
れ
じ
ゃ
ぁ
工
事
を
し
た
と
同
然
じ
ゃ

な
い
か
・
・
・
・
・
・
」

「
よ
く
知
っ
て
る
ね
、
そ
ん
な
言
葉
」

　
璃
緒
は
意
外
そ
う
な
貌
で
私
の
貌
を
覗
き
込
む
。

か
お

「
私
は
全
知
全
能
の
神
だ
。
大
神
、
父
上
の
補
佐
で
も
有
る
か
ら
な
、
人
間
界

の
事
は
全
て
知
っ
て
い
る
」
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「
へ
ー
。
初
め
て
朔
夜
が
神
ら
し
く
思
え
た
」

「
冒
涜
だ
、
神
へ
の
冒
涜
だ
」

　
私
は
璃
緒
を
睨
ん
だ
。
璃
緒
は
楽
し
そ
う
に
微
笑
っ
た
。

「
こ
れ
で
、
ず
っ
と
一
緒
に
居
ら
れ
る
ね
―
―
―
―
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
の
言
葉
に
私
は
赤
く
な
り
、
俯
く
。

　
一
緒
に
、
か
―
―
そ
れ
も
、
よ
い
な
―
―
―
―
―
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ｆ
ｉ
ｎ
．
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後
書
き
。

　
こ
れ
に
て
、
「
神
遊
戯
」
完
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
完
結
出
来
た
の
も
一
重
に
読
者
様
の
お
か
げ
で
す
。

　
感
謝
感
謝
で
す
。

　
・
・
・
・
・
・
新
作
が
無
い
の
で
、
当
分
何
も
投
稿
し
な
い
と
、
思
う
ん
で

す
が
・
・
・
・
・
・
。

　
何
か
面
白
い
の
が
考
え
ら
ま
し
た
ら
、
投
稿
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
っ
て
、
結
構
文
才
な
い
で
す
ね
・
・
・
。

　
他
の
方
の
小
説
を
読
ん
で
る
と
、
自
分
が
糞
に
思
え
て
き
ま
す
。
は
い
、
本

ク
ソ

ジ

マ

気
で
。

　　
私
が
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
霜
月
さ
ん
と
い
う
方
な
ん
で
す
け
ど
、

滅
茶
苦
茶
文
才
が
あ
っ
て
、
読
ん
で
て
面
白
い
ん
で
す
よ
。

　　
取
り
敢
え
ず
、
こ
れ
に
て
失
礼
い
た
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

神遊戯
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